
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究内内容容：：    

  

物物質質のの光光励励起起状状態態ののダダイイナナミミククススにに関関すするる数数値値的的研研究究  
  

様々な物質中における電子の振る舞いはシュレーディンガー方程式を解くことにより解明さ

れます。しかしながら、簡単化したモデルにおけるシュレーディンガー方程式でさえ、解析的

（手計算）に解けることはほとんどありません。そのため多くの場合、この方程式を大型並列

計算機（スーパーコンピュータ）上で数値的に解くことにより新たな性質の解明や評価を行

います。但し、計算機にはCPUコアやメモリに上限があるため、現実的な物質に近づけるた

めに系を大きくして計算する際にはそれなりの工夫が必要となります。そこで私は、情報学

の分野で知られている、Randomized 特異値分解(RSVD)や動的モード分解(DMD)などの手

法を取り入れ、物性に大きく寄与するモードのみを抽出し、計算コストを軽減することで物性

の解明を行なっています。最近の具体的なテーマとしては、モット絶縁体や銅酸化物高温超

伝導体を念頭に置いたモデルにおける光励起 状態の解析を行なっていますが、上記の手

法はこれらの物質以外にも適応できる一般的な手法であると考えており、今後は、様々な

物質や外場における計算を行い、新たな物性の解明を行なっていく予定です。 
  

  

  
  
  

  

  

  

超超流流動動体体のの BBCCSS--BBEECC ククロロススオオーーババーーににおおけけるる振振るる舞舞いいののシシミミュュレレーーシショョンン  
 

上記の光励起状態の研究の他に、超流動体に関する研究も行なっています。こちらも、スーパーコンピュータ上でのシミ

ュレーションを基本的な手法としています。詳しくはお気軽にお尋ねください。 
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提提供供可可能能技技術術：：  

・物性物理（理論）について 

・数値シミュレーション 

・大型並列計算機（スーパーコンピュータ）を用いた計算 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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研研究究タタイイトトルル：：  英語発音と分かりやすさ(comprehensibility) 
：その成功要因とは何か?  
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・構造方程式モデルによる自己調整学習ストラテジーの分析 

・上記に基づく学習指導効果 

・学習者発音の音声学・音韻論に基づく分析 

 
研研究究内内容容：：  構構造造方方程程式式モモデデルルにによよるる発発音音学学習習モモデデルルのの構構築築  

  

第二言語習得研究における過去数年の指導効果研究では、特定の学習項目の指導効果だけ 

でなく、学習過程にける個人差にも関心が向けられている。学習者の発音能力の到達度と学習 

動機及び学習方略を構造方程式モデルによって分析し、学習メカニズムの解明に取り組んでいる。 

    

    従来、学習動機と学習ストラテジーが到達度を予測する有力な個人差要因と考えられ、それぞれの 

立 立場から重回帰分析等を駆使したモデル構築が試みられていたが、そもそも「やる気があれば実力は自然とつくの

か？」「やる気もないのに何かをしようとするのか？」といった素朴な疑問から文献調査をしてみると、１）学習動機、学

習ストラテジーは別々に、あるいは複合的に発音の分かりやすさ（到達度）を予測するのか、２）どのようなモデル構築

をすると、発音学習を促進できる手がかりが見出されるか、この2つの問題について調査にあたった。 

 

  １２０名ほどの学習者に学習アンケートとスピーキングテストを受けてもらい、結果をSPSS, AMOSで因子分析、相関

分析、そしてSEM分析をすると、１）動機はストラテジーに影響し、ストラテジーが到達度に影響を及ぼしている、２）動機

はストラテジーを介して到達度に影響する、ことが判明し、発音学習における「線状モデル」として提案している。 
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